
１．生活支援・支え合いサービス事業 「歌って健幸！運動教室」事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域再生計画に基づき、支え合いサービス

事業として、３月２６日（火）に、地域福祉

センターで、社会福祉協議会による委託事業

「歌って健幸！運動教室」を実施しました。 

一人暮らしの高齢者を中心に４５名の

方が参加され、身体を動かしたり、カラオ

ケを楽しみました。また、町内の飲食店の

お弁当を食べながら参加者同士、交流を楽

しみました。 

今回は、身体を動かすことや仲間と一緒に

食事を楽しむことで、閉じこもりを予防する

ことを目的とし、民生委員、ボランティアや

民間事業者のご協力のもと実施しました。 

 音楽を使って身体を動かしたり、脳トレー

ニング、歌を歌うなど、皆で楽しみました。 

食事も普段一人では、同じようなメニュー

になってしまうため、低栄養予防を目的と

し、たんぱく質を多く摂れるようなお弁当を 

皆で談笑しながら食べました。 

 今回、各行政地区別にそれぞれ集会場を 

活用し、交流会を実施するのではなく、  

全地区の一人暮らしの高齢者を中心とした

ため、普段中々会えない方と交流することが

でき、楽しく過ごすことができました。 

また、普段よりサロン活動している   

ボランティアさんがサロンの魅力を伝えて

おり、交流の場に行くきっかけや普及啓発 

活動に繋がることができました。今後も  

社会福祉協議会と協力しながら交流の場 

づくりに努めていきます。 

▲運動・脳トレーニングを行っている姿 

 

▲カラオケを皆さんで楽しみました 

▲談笑しながらお弁当を食べている風景 



▲三育学院大学 保健師学生による吹き戻しによる    

トレーニング風景 

２－１．多世代交流の仕組みづくり事業 「第１回 寄茶場 in 実谷＆七本」事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月４日（木）に、実谷区民館で三

育学院大学の教員や学生による多世代交

流拠点づくり事業が行われました。 

この事業は、多世代が気軽に集い、地

域で支えあう交流の場づくりに取り組

むものです。 

当日は、なつかしいオモチャやハー

ブを使った健康づくり教室が開催さ

れ、介護予防サポーターや地域の方た

ちなど、２３名の参加をいただきまし

た。 

学生による健康教室では、若さ溢れる指導

に笑顔がこぼれ、また竹上先生のハーブ教室 

では、庭先や畑の雑草が美味しい食材になる

ことやハーブの効能を、分かりやすく教えて

いただきました。 

そして、オリーブ茶やミント茶などの「利

きハーブ茶」をしながら、楽しい時間を過ご

しました。 

こうした日頃からの交流の輪を広げてい

くことが、地域づくりや災害時の対応につな

がります。 

今後も、三育学院大学をはじめ多様な方々

と連携しながら、全ての世代が住み慣れた 

地域で、生きがいを持ち生活できるよう、  

気軽に集える交流拠点づくりに取り組んで 

まいります。 

▲ハーブ療法士 竹上先生によるハーブの効能の 

説明風景 

▲竹上先生と談笑する参加者 



２－２．多世代交流の仕組みづくり事業 「第２回 寄茶場 in 実谷＆七本」事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月６日（木）に、実谷区民館で三育学院

大学と協働し、多世代交流の仕組みづくり事業

「第２回 寄茶場 in 実谷＆七本」を実施しま

した。 

今回は、「インフルエンザ予防、大丈夫？ 

あなたの手洗い」をテーマとした講話と  

オリーブの葉クッキー＆ハーブティのお茶会

を三育学院大学 看護学部 教員、管理栄養士

と共に行い、地域住民の方を中心に２３名の

方と楽しく過ごしました。 

講話は、正しい手洗いを中心とした   

インフルエンザ予防のポイントについて 

お話がありました。実際に普段の手洗いが 

どの程度汚れを落としているのか、洗い残し

がないか手洗いチェッカーを使い確認し、 

正しい手洗い方法について学びました。 

参加者の皆さんは、「思った以上に洗い残し

がある」など驚きを隠せない様子であり、 

自分の手洗い方法を見直すきっかけとなり

ました。 

 お茶会では、三育学院大学 管理栄養士が 

作成したオリーブの葉が入り、バター、   

白ごま油、ココナッツオイルなど様々な油を

使用したオリーブクッキーと抗菌作用のある

ハーブティを試食しながら談笑しました。 

 皆さん、主体的に次回の交流会の内容や 

どうしたら交流会が発展していくか参加者 

同士でアイディアを出し合う姿が伺え   

ました。 

 今後も地域住民が気軽に集える「寄茶場」

を住民の方と一緒に盛り上げていきます。 

▲三育学院大学 教員による手洗いの講話風景 

▲手洗いチェッカーで確認している風景 

▲参加者同士、談笑している風景 



２－３．多世代交流の仕組みづくり事業 「第３回 寄茶場 in 実谷＆七本」事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２７日（日）に、実谷区民館で地域住民、

三育学院大学と一緒に、多世代交流の仕組み 

づくり事業「第３回 寄茶場 in 実谷＆七本」

を実施しました。 

今回は、「みんなでわいわい！白玉団子  

作り」をテーマに子どもから大人まで４０名

の方と一緒に交流しながら白玉団子を作り 

ました。特に今回は、子どもたちの参加も  

多く、賑わった会となりました。 

 実施にあたっては、地域住民の方を中心に

三育学院大学と協力しながら、交流会の  

内容決めや準備、チラシ作り、周知など行い

ました。住民の方も寄茶場を盛り上げようと

様々なアイディアを出していただき、皆で 

交流しながら楽しくできる白玉団子作りを

実施することになりました。また、三育学院

大学 管理栄養士の監修もありオリーブや 

ヨモギ、豆腐を使った身体にやさしい白玉 

団子を作りました。 

 白玉団子作りでは、大人の声掛けのもと 

子ども達と一緒にこねたり、丸めたり、   

茹でたりと終始笑いながら楽しそうに作り 

ました。 

子どもたちも「楽しかった」「またやりたい」

と話す姿や大人も子どもたちのパワーを  

貰い、いきいきと過ごすことが出来ました。 

 今後も子どもも大人も交流できる「寄茶場」

を地域住民の方を中心に考えていきたいと 

思います。 

▲子どもたちと談笑する風景 

▲大人の声掛けのもと一緒に白玉をこねる風景 

▲白玉団子を茹でている風景 



２－４．多世代交流の仕組みづくり事業 「第４回 寄茶場 in 実谷＆七本」事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月２７日（水）に、実谷区民館で地域住民、

三育学院大学と一緒に、多世代交流の仕組み 

づくり事業「第４回 寄茶場 in 実谷＆七本」

を実施しました。 

今回は、「昔遊び」をテーマに子どもから 

大人まで４６名の方と一緒にけん玉やメンコ

など昔遊びをしました。子ども達が高齢者に

昔遊びのやり方などを教わりながら一緒に 

楽しく遊んでいるのが印象的でした。 

 昔遊びは、けん玉、メンコ、おはじき、   

お手玉、コマなどで遊びました。高齢者の方

は、昔自分たちが使っていたおはじきなどを 

持参し、一緒に遊んだり、お手玉を子ども達

と一緒に作る姿も見られました。 

 子ども達は春休み中であるため、大勢の 

参加があり、汗をかきながら遊びました。 

高齢者も子ども達の若い力に元気を貰い、 

いきいきとしていました。 

また、オリーブ茶やオリーブの葉を使った

どら焼きでお茶会も行い、終始笑いが絶える

ことなく、賑やかな会となりました。 

 今回も前回同様、実施にあたり、地域住民

の方を中心に三育学院大学と協力しながら、

交流会の内容の検討や準備、チラシ作り、周

知などを行いました。住民の方も参加して 

いない家へチラシを配りながら訪問し、寄茶

場の魅力を伝えていったり、ママ友へ声を掛

けたりと地域を盛り上げようと住民自ら地

域づくりに取り組んでいます。 

 今後も「寄茶場」を通して、地域の方たち

と一緒に地域づくりに取り組んでいきます。 

▲おはじきを一緒に楽しむ姿 

▲やり方を教わりながらメンコを実践している風景 

▲大人も子どもも一緒にお茶会を楽しんでいます 



２－５．多世代交流の仕組みづくり事業 交流拠点事業 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 地域住民や各種団体、町等が協働、連携しての地域の支え合い活動や多世代交流の仕組

みづくりを進める拠点の確保に取り組みました。引き続き拠点の運営や交流活動に多様

な方が参画することにより、まちづくりの中心的な役割を担う人材育成の推進に努めま

す。 

 交流拠点とするため、30 年度に町内外を問わず多くの方が集る場所にある空き店舗を

借り上げ、内装や空調の改修やテーブル等を配置し、今年度から活用をはじめました。 



３－１．特産品の開発事業 オリーブ栽培に係る講習会の実施 

 

 町では、生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版 CCRC）構想の取組みとして、オリーブ

等を活用した６次産業化による地域活性化と人材育成を実施しています。オリーブの植栽

については、土作りや栽培管理、販売方法までのビジョンが必要であるため講習会を実施

しました。 

 

実施日：平成 30 年 10 月 18 日（木） 

  

講師：株式会社オリーブアカデミー 

   代表取締役 古賀 直樹 

 

場所：千葉県農林総合研究センター 

   育種研究所（長生村） 

 

講習内容：良質な苗木の選定について       良質なオリーブの苗木の説明 

     土作りや栽培の管理について 

     販売までの仕組みづくりについて 

 

 オリーブ栽培は、実を成らし収穫するまでにはかなりの時間がかかるので、その間にモ

チベーションが下がってしまうことがある。そうならないためには仕組みづくりが重要と

説明され、実が成るまでじっと待つのではなく、しっかりとした戦略的プランづくりが必

要であることが解りました。 

  

 

                    初めて、教わることばかりで参加者は、オリ

ーブ栽培に向けて、熱心に多くの質問などをし

ていました。 

                    土作りのコツや栽培の方法、また、販路の確

保等について、今回の講習会では、次に繋がる

講習会になりました。 

今後の産業の発展に期待できると考えてます。 

 

    土作りの説明 



３－２．特産品の開発事業 オリーブ講習会の実施 

 

 地域資源を活かした賑わいの創出を目指すため、“担い手”と行政が連携して、健康づく

りや産業の発展に繋がる「オリーブ」栽培に取組み、住民が心豊かに暮らすことのできる

持続可能なまちづくりを目的とするためオリーブ講習会を実施し、２８名が参加しました。 

 

実施日：平成 30 年 11 月 27 日（火） 

講 師：株式会社オリーブアカデミー 

    代表取締役 古賀 直樹 

場 所：御宿町役場２階大会議室                          

講習内容：①オリーブの葉の力について 

②土づくり 

③オリーブ事業について 

④苗木の植付け方 

 

                  オリーブ栽培は、実を成らし収穫する 

までにはかなりの時間がかかるので、収 

益に繋がる手法を考えることが必要であ 

り、苗木を植栽して１年後から収益を上 

げるためのお話がありました。 

                  オリーブは、幅広く可能性を秘めてお 

り、特に葉を活用することによって地域 

が活発になり期待できる植物ということ 

が分かりました。 

 

土づくりはバーク堆肥（杉、ヒノキの樹脂） 

石灰等を配合する。オリーブの植栽で重要な 

ことは、しっかりとした苗木を選定して植え 

ることがポイントであるとのことです。 

 

■地域資源「賑わい」の創出のために 

 農家、宿泊業者、飲食業者などのほか、 

地域住民が担い手となり産業連携を図り 

オリーブの生産から利活用に取組みます。 

   

 

 

 



３－３．特産品の開発事業 オリーブ視察研修会の実施 

 

 町では、生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版 CCRC）構想の取組みの一つとして、オ

リーブ等を活用した地域活性化と人材育成に向けて事業を進めています。オリーブにつき

ましては、これから町内全域での植栽を考え、農家、宿泊業者、飲食業者などのほか、地

域住民が協同の取組みによる賑わいのあるまちづくりを目的としています。今回、気候温

暖な立地条件を活かし先進的な取組みが展開されている二宮町の視察研修を実施しました。 

 

実施日：平成 31 年 1 月 15 日（火） 

  

視察先：神奈川県二宮町 

 

講師：株式会社ユニバーサル農場 

                         

内容：二宮町オリーブ事業について 

農場のオリーブ栽培について   

・土づくり（施肥） ・剪定作業      

 ・オリーブの花と実 ・搾油           オリーブ栽培についての説明 

・オリーブオイル  ・害虫被害等の対策     

 

 オリーブ栽培は日照量が多いほど生育が良く、土壌は比較的乾燥を好むとされています

が、良好な生育、果実肥大のためには年間 1000 ㎜程度の適度な降水が必要であることが

分かりました。 

                     

【圃場の条件】 

                     根の土壌通気性を強く求められるので排水

良好な圃場が必要であり、日中の半分しか日

があたらない場所や排水不良の土壌は好まし

くない。根がもろく倒れやすいので風当たり

が強いところはなるべく避け、支柱でしっか

り固定する。 

 

 

   オリーブ圃場での説明 

 



４－１．移住・交流促進事業 都市住民を対象とした移住定住促進事業 

 

【都市住民を対象とした移住定住促進事業】 

移住に対する幅広い要望や問題点等を把握するため、都市住民ウェブアンケート調査

を実施し、そのアンケートで「御宿町への移住に大変関心がある」と回答した方の中か

ら、東京都中央区での都市住民グループディスカッション及び御宿町でのワークショッ

プを開催しました。 

①グループディスカッション 

実 施 日：2018 年 9 月 29 日（土） 

場  所：人形町フィールドワークセンター（東京都中央区） 

実施内容：事前に実施したウェブアンケート「CCRC 構想に関心があり」、「移住先

として御宿町に関心がある」と回答した者のうち 20 名を選出し（1 名欠席し、当

日の参加は 19 名）、グループディスカッションを行いました。 

まずは各々の現在の働き方やライフス

タイルについて話し合った後、御宿町の

概要、暮らし、生活利便施設の状況、移

住施策などを説明したうえで、御宿町に

対するイメージ、移住した場合に御宿町

に期待することや不安な部分について、

都市住民の方たちが感じた様々な意見が

出されました。具体的には、「移住への

関心は高いが、家族（特に子や介護の必

要な人）の都合や仕事に関する解消がされない限り難しい」や「移住をするために

は現在の職場に通える又は近隣に仕事が必要である」、「町のアピールポイントを

明確にすべき」、「高齢者には概ね好評だが、現役で働いている世代はターゲット

外という感じがある」などの意見がありました。  

意見交換の様子 



②ワークショップ（御宿町体験ツアー） 

実 施 日：2018 年 10 月 13 日（土） 

場  所：御宿町 

実施内容：前回ディスカッションに参加した 19 名を対象に、ツアー形式で御宿町で

のワークショップを行いました。実際に御宿町を見て感じていただくため、海岸地

域、まちなか、御宿台西武グリーンタウンの街並みをバスで周遊しながら主な生活

利便施設、公共施設などを説明しました。当日は御宿台秋祭りも開催されていたた

め、区役員のご協力もいただきながら、移住者が実際に感じている御宿台区での暮

らしぶり、コミュニティの状況などを説明しました。 

  最後に公民館で、実際に御宿町をみた

うえで感じたことをディスカッションし

ました。意見については、現在取りまと

め中ですが、一部の参加者からは、「街

がコンパクトと聞いていたが、実際に来

るとさらにコンパクトに生活利便施設が

まとまっていた」や「御宿町で暮らした

ときの生活費が実際どのくらいかかるの

かモデルケースがほしい」という声があり

ました。 

今回の結果を踏まえ、より効果的な移住定住施策の実施に取り組んでいきます。 

 

 

 

意見交換の様子 



４－２．移住・交流促進事業 特色ある教育プログラム事業 

 

⑴小学生週末英語教室 

・実施日 毎週土曜日 午後 

・場 所 公民館 

・参加費 教材代 年間 1,000 円 

 

 

 令和２年度から小学校５、６年生では正式な教科として外国語（英語）が導入されます。 

町教育委員会では、子どもたちが英語に慣れ親しみ、外国語（英語）の授業にスムーズ

に対応できるよう、小学校４年生を対象に市進学院の現役講師による週末英語教室を開講

しました。２９人の児童が参加しており、「子どもたちが英語を好きになるよう楽しく！」

を目標にし、ネイティブの先生を呼んでハロウィンやクリスマスなどのイベントも３回実

施しました。 

 また、自宅でも英語に触れる機会をつくるため、パソコンやタブレットを使って利用で

きるネット教材も提供されています。 

 回を重ねるごとに教室では積極的に英語で会話する児童の姿が見られました。 

 

⑵中学生週末学習塾 

・実施日 毎週土曜日 午前 

・場 所 役場保健センター 

・参加費 教材代 年間 1,000 円 

 

 町教育委員会では、御宿中学校３年生を対象に、希望進路の実現に向け、入試に対応し

た基礎学力を身に付けるため、市進学院講師による週末御宿学習塾を開講しています。 

２０名の生徒が参加しており、特に積み重ねが大切な教科と言われている英語と数学を

学習しています。現役講師が少人数クラスで丁寧に指導してくれるため、参加生徒からは

「分かりやすかった。」「良かった。」「成績があがった。」との声が聞かれました。 

１１月からはお弁当持参での１日学習塾を５日開講しましたが、多くの生徒が参加し積

極的に学習する姿勢が見られました。 

 



４－３．移住交流促進事業 お試し居住用住宅事業  

 

お試し居住用住宅事業は、地域再生計画に基づき

実施している地方創生推進交付金事業において、 

④移住・交流促進事業に位置づけられていて、お試

し居住用住宅を借り上げ、移住したい方が御宿町な

らではの暮らしを体験したり、地域のことを知る機

会を得るために利用でき、移住者数の増加を目的と

しています。 

 

                         DECCO ハウス 玄関付近 

この住宅は、利用にあたっての改修が可

能であることや多世代が交流できるスペ

ースとしての活用も可能であること、町中

に近く移住希望者がお試しで利用するに

は立地が良いことなど、お試し居住用住宅

に適しているため、御宿町浜にある住宅

（DECCO
デ ッ コ

ハウス※）を借上げ、以前から

御宿町の観光について研究されている工

学院大学と連携し、改修を進めています。 

 改修を進めるにあたっては、借りた物件

の損傷が予想以上であったため、昨年度に

引き続き、今年度においても改修を進めて

いる状況です。                                     DECCO ハウスの改修 

                                                 

※ＤＥＣＣＯハウスとは・・ 

この住宅がある場所を、 

昔は「でっこ」といってい 

たことから、名前をつけま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DECCO ハウス見取り図 



５．情報発信サイト構築 

 

 移住定住の促進や交流人口を増加させるため、移住情報やイベント開催、宿泊施設の紹

介、おすすめ情報などの情報を発信する、都市住民向けの情報発信サイトを立ち上げるた

めの事業を進めました。 

  

◎平成 30年 12月 23 日に第 1回御宿町情報発信ウェブサイト運営協議会を立ち上げ、規

約を決定しました。 

◎平成 31 年 1 月 23 日に第 2 回御宿町情報発信ウェブサイト運営協議会を開催し、役員

の変更や、委託事業者の選定は御宿町に精通している業者に委託することで決定しま

した。 

◎平成 31 年 2 月 13 日に第 3 回御宿町情報発信ウェブサイト運営協議会を開催し、仕様

書やサイトマップなど協議が行われました。 

◎平成 31 年 2 月 25 日に御宿町と情報発信ウェブサイト運営協議会との間で契約が締結

されましたが、その後、委託予定事業者から、実施期間も短いなどの理由で、契約が締

結できないとの申し出がありました。年度末でもあり、事業を進めることが難しくな

ったため、事業を休止して、協議会は解散する方向性が示されました。 

◎平成 31 年 3 月 13 日に第 4 回御宿町情報発信ウェブサイト運営協議会を開催し、御宿

町情報発信ウェブサイト運営協議会の廃止について提案し、承認されました。 

 



６．サービス付高齢者住宅事業者・介護事業者等誘致セミナー及び視察の実施  

 

生涯活躍のまち・おんじゅく（御宿版 CCRC）構想の実現に向け、構想に関心のある介

護事業者等に対して、御宿町に興味を持っていただき、今後の事業進出等の選択肢の一つと

してご検討いただけることを目的として、セミナー及び視察を実施いたしました。 

 

開催日時・場所 

 平成３１年２月１５日（金）１３時００分～１５時２０分  

御宿町役場２階 会議室及び町内視察 

時間 概要 

13：00 御宿町長あいさつ 

13：05 保健福祉課より御宿町の概要、「地域再生計画」について説明 

13：30 保健福祉課より「介護保険事業計画」について説明 

13：55 独立行政法人福祉医療機構より、同機構の紹介、福祉医療貸付

事業について説明 

14：30 質疑応答（質問なし） 

（移動） 役場前、バスへ移動 

14：40 町内視察バスツアー（御宿台、こども園、駅周辺、随所で町有

地の紹介等） 

15：20 終了（御宿駅および御宿町役場で解散） 

 

当日の参加状況 ８社１２名 

 （事務局） 御宿町：町長、副町長、保健福祉課、企画財政課 

 （その他） 関東財務局千葉財務事務所、財務量理財局計画官室、 

独立行政法人福祉医療機構 

 

セミナーの概要 

  セミナーでは、保健福祉課より御宿町の紹介や高齢化を中心とした地域課題、行政の暮

らしの支援・補助メニュー、地域再生計画の概要、「介護保険事業計画」について説明を

行い、介護環境の充実（選択肢の充実）や、それに伴う雇用の創出などを目指すことを伝

えました。 

  その後は、独立行政法人福祉医療機構事業統括課より、同機構の紹介及び福祉医療貸付

事業の説明を行いました。 

 

▲当日のセミナーの様子                     ▲独立行政法人福祉医療機構 の説明 



 

 セミナー終了後、バスに移り、町内の視察を行いました。なお、当日は雨天であったため、 

車窓からの見学のみとし、下記のエリアを視察しました。 

 

・御宿台エリア 西武プロパティーズが開発した住

宅街を見学。その際、既存の民間

介護施設や新設した認定こども

園、町営パークゴルフ場などの紹

介と併せ、認定こども園下の町有

地を紹介 

 

・里海エリア 海岸沿い、リゾートマンションや民

宿・ホテル、旧岩和田小学校跡地を見学 

 

・まちなかエリア（駅周辺）             ▲バス車内 

  R128 沿い、駅周辺を見学 

 

駅にて解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲認定こども園                    ▲認定こども園に隣接する町有地 

 

本町では、ひとり暮らし高齢者や高齢夫婦のみの世帯が増えてきており、介護・医療と連

携して高齢者を支援するサービスを提供する住宅等の確保が重要となっています。 

今後もニーズを把握しながら、介護サービスの選択肢の充実を図ります。 
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